
登 壇 者
プロフィール

福島会場
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第１部
シンポジウム「震災と人権 ～一人一人の心の復興を目指して～」

コーディネーター

横田　洋三（よこた  ようぞう）

1971年	 国際基督教大学教養学部助教授
1974年	 世界銀行法務部法律顧問
1979年	 国際基督教大学教養学部教授
1983年	 アデレード大学客員教授
1984年	 コロンビア大学客員教授
1988年	 国連差別防止及び少数者保護小委員会代理委員
1991年	 国連人権委員会ミャンマー担当特別報告者（～ 1996年）
1995年	 東京大学法学部・大学院法学政治学研究科教授
2000年	 国連人権促進保護小委員会委員
2001年	 中央大学法学部教授、国連大学学長特別顧問
2003年	 ＩＬＯ条約勧告適用専門家委員会委員
2004年	 中央大学法科大学院教授
2006年	 財団法人人権教育啓発推進センター理事長
2010年	 ＩＬＯ条約勧告適用専門家委員会委員長
2010年	 法務省特別顧問
2010年	 日本国際連合学会理事長

【主な著書】
　「歴史はいかに書かれるべきか」（翻訳）講談社学術文庫
　「二〇世紀と国際機構」国際関係基礎研究所
　「新版国際機構論」（共著）国際書院
　「日本の国際法事例研究（１）～（５）」（共著）慶應義塾大学出版会
　「国連再生のシナリオ」（共訳）国際書院
　「国連の可能性と限界」（共訳）国際書院
　「国際法入門」（共著）有斐閣
　「国際組織法」（共著）有斐閣
　「国際機構の法構造」国際書院
　「日本の人権／世界の人権」不磨書房　　ほか

公益財団法人人権教育啓発推進センター理事長
法務省特別顧問
国際労働機関（ＩＬＯ）条約勧告適用専門家委員会委員長
日本国際連合学会理事長
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パネリスト

阿部　光裕（あべ  こうゆう）

常圓禅寺住職
福島刑務所特別改善指導講師
保護司
福島復興プロジェクトチーム「花に願いを」代表
福島市東部地区除染等対策委員会顧問
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パネリスト

金子久美子（かねこ  くみこ）

福島れんげの会代表
公立大学法人福島県立医科大学医学部救急医療学講座主事
公立大学法人福島県立医科大学附属病院救急科高度救命救急
センター主事

【主な著書】
「自殺予防・自死遺族支援の現場から」（2008年／民事法研究会／共著
編集：多重債務による自死をなくす会）

「自殺で家族を亡くして−私たち遺族の物語」（2008年／三省堂／共著
編集：全国自死遺族総合支援センター）
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パネリスト

児玉　龍彦（こだま  たつひこ）

東京大学アイソトープ総合センターセンター長
東京大学先端科学技術研究センター教授

【略歴】
1977（昭和５２）年　　東京大学医学部附属病院内科研修医
1984（昭和５９）年　　東京大学医学部第三内科助手
1985（昭和６０）年　　マサチューセッツ工科大学生物学部研究員
1989（平成　元）年　　東京大学医学部第三内科助手
1996（平成　８）年　　東京大学先端科学技術研究センター教授
2011（平成２３）年　　東京大学アイソトープ総合センター
　　　　　　　　　　　 センター長兼任
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パネリスト

筒井　雄二（つつい  ゆうじ）

福島大学共生システム理工学類人間支援システム専攻教授
福島大学子どもの心のストレスアセスメントチーム代表

【略歴】
1996（平成　８）年　　学習院大学文学部心理学科助手
1998（平成１０）年　　福島大学生涯学習教育研究センター助教授
2004（平成１６）年　　福島大学共生システム理工学類准教授
2010（平成２２）年　　福島大学共生システム理工学類教授

【主な著書】
「ラットを用いた記憶課題による脳内コリン作動性神経系の機能の解
析」（平成20年9月／八千代出版／単著）

「実験心理学－心理学の基礎知識」（平成22年3月／八千代出版／共著）
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第２部
トーク＆コンサート

ヴァイオリニスト

増田　太郎（ますだ  たろう）

　5歳よりヴァイオリンを始め、20歳で視力を失うが、《ヴァイオリンを弾きながら歌う》という独自
のスタイルで音楽活動を展開。その生命力あふれる演奏が、フジTV《とくダネ！》、BSフジドキュメ
ント≪僕は歌になりたい≫、ヒストリーチャンネル《ひとりひとりのラジオデイズ》をはじめ、新聞
各紙に取り上げられる。
　楽曲『雲』がNHK《みんなのうた》で放送。普天間かおりに提供した楽曲《花星賛歌（はなほしさ
んか）》がテレビ東京《美の巨人たち》エンディングテーマに起用。
　韓国人アーティスト、ソ・ウォノのアルバム《イノセント》に楽曲《花星賛歌》、《Life is 
Beautiful》を提供、同アルバム収録《千の風になって》では、アレンジとヴァイオリンを手掛ける。
　ニッポン放送《オールナイトニッポンレコード》にて、《悩み相談コーナー》などを一年間に渡り担当。
同局の《ラジオ・チャリティ・ミュージックソン》に、2002年より出演。ヴァイオリニストとして、
森山直太朗の《手紙》（シングル《さくら（独唱）》カップリング収録）ほか、普天間かおり、より子、
奥井亜紀などのレコーディングやコンサートに参加。
　2009年、NYセントラルパークで開催された《JAPAN DAY》にて演奏。2011年秋にはNYハー
レムのゴスペルクワイヤーのステージに、フィーチャリングアーティストとして招かれる。
　久石譲指揮、小林研一郎指揮のオーケストラメンバーとして、TOKIO、辻井伸行との共演やゲーム
音楽やタップダンスとのコラボレーションなど、ジャンルを超えた多数のプロジェクトに参加。
　2011年東日本大震災発生直後に、楽曲《希望の景色》を発表。福島県下最大の避難所、郡山《ビッ
グパレット》はじめ、被災地や避難所で演奏。福島の詩人、和合亮一氏の朗読に即興でヴァイオリン
をつける《詩の礫》にて共演。
　自身の体験と演奏を融合し、全国の企業、自治体、学校などで開催する《講演ライブ》では、「ヴァ
イオリンのイメージが180度変わった」など、驚きと感動の声が寄せられている。
　現在、ラジオ番組《増田太郎ミュージックシュタイン》（茨城・和歌山放送、むさしのＦＭ、ＦＭた
ちかわほか）のパーソナリティを務めるほか、ＨＰから聴けるインターネットラジオ《TAROWAVE》
が大好評！
　CD《希望の景色》、《Present ～きみに届けたいこと～》、著書にエッセイ《毎日が歌ってる》（す
ばる舎）がある。





レジュメ

福島会場
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阿部　光裕レジュメ

原子力災害問題に関わる人権問題の本質

１.対象試料及び試料採取日時 

(1)土壌(水田：田おこし無) 福島市岡部		  2011年5月20日 10:28 

(2)土壌(水田：田おこし有) 福島市岡部		  2011年5月20日 10:36 

(3)土壌(畑) 霊山町石田				    2011年5月20日 15:08 

(4)土壌(畑) 霊山町石田				    2011年5月20日 16:17 

(5)土壌(畑) 霊山町石田				    2011年5月20日 16:25

 

２.測定方法 

γ線スペクトロメトリー 

３.測定結果

測定結果を表１に示します。

表１　放射能濃度測定結果

対象試料 核種 放射能濃度(Bq/Kg) 暫定規制値(Bq/Kg)

土壌

(水田:田おこし無)

福島市岡部

I-131 524 ー

Cs-134 10900

5000Cs-136 111

Cs-137 12300

土壌

(水田:田おこし有)

福島市岡部

I-131 147 ー

Cs-134 2460

5000Cs-136 検出せず

Cs-137 2800

土壌(畑)

霊山町石田

I-131 258 ー

Cs-134 5980

5000Cs-136 68

Cs-137 6700

土壌(畑)

霊山町石田

I-131 106 ー

Cs-134 1490

5000Cs-136 検出せず

Cs-137 1660

土壌(畑)

霊山町石田

I-131 181 ー

Cs-134 3350

5000Cs-136 18

Cs-137 3760

注)表中の放射能濃度は、試料採取日時に半減期補正した値(検出下限値:≦10Bq/Kg)

福島市における核種放射性元素測定結果
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ドラム缶に入った汚染土の放射線量を測る阿部光裕さん
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グリーフケアグリーフケアグリーフケアグリーフケア＆＆＆＆ピアサポートピアサポートピアサポートピアサポート福島福島福島福島れんげのれんげのれんげのれんげの会会会会

喪失喪失喪失喪失のののの悲悲悲悲しみしみしみしみ喪失喪失喪失喪失のののの悲悲悲悲しみしみしみしみ

～～～～遺族遺族遺族遺族のののの～～～～遺族遺族遺族遺族ののののこころのこころのこころのこころのこころのこころのこころのこころの復興復興復興復興～～～～復興復興復興復興～～～～

平成２４年度平成２４年度人権シンポジウム人権シンポジウム inin 福島福島

福島福島福島福島れんげのれんげのれんげのれんげの会会会会とはとはとはとは福島福島福島福島れんげのれんげのれんげのれんげの会会会会とはとはとはとは
設立年月設立年月設立年月設立年月 
スタッフスタッフスタッフスタッフ 名名名名
賛助会員賛助会員賛助会員賛助会員 名名名名

事務局事務局事務局事務局 福島市栄町福島市栄町福島市栄町福島市栄町

目目目目 的的的的 グリーフサポートグリーフサポートグリーフサポートグリーフサポート

支支支支えあえるえあえるえあえるえあえる社会社会社会社会つくりつくりつくりつくり

金子久美子

喪失の悲しみ〜遺族のこころの復興〜

レジュメ

グリーフケアグリーフケアグリーフケアグリーフケア＆＆＆＆ピアサポートピアサポートピアサポートピアサポート福島福島福島福島れんげのれんげのれんげのれんげの会会会会

喪失喪失喪失喪失のののの悲悲悲悲しみしみしみしみ喪失喪失喪失喪失のののの悲悲悲悲しみしみしみしみ

～～～～遺族遺族遺族遺族のののの～～～～遺族遺族遺族遺族ののののこころのこころのこころのこころのこころのこころのこころのこころの復興復興復興復興～～～～復興復興復興復興～～～～

平成２４年度平成２４年度人権シンポジウム人権シンポジウム inin 福島福島

福島福島福島福島れんげのれんげのれんげのれんげの会会会会とはとはとはとは福島福島福島福島れんげのれんげのれんげのれんげの会会会会とはとはとはとは
設立年月設立年月設立年月設立年月 
スタッフスタッフスタッフスタッフ 名名名名
賛助会員賛助会員賛助会員賛助会員 名名名名

事務局事務局事務局事務局 福島市栄町福島市栄町福島市栄町福島市栄町

目目目目 的的的的 グリーフサポートグリーフサポートグリーフサポートグリーフサポート

支支支支えあえるえあえるえあえるえあえる社会社会社会社会つくりつくりつくりつくり
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震災後震災後震災後震災後のののの活動活動活動活動震災後震災後震災後震災後のののの活動活動活動活動

1111 死別離別死別離別死別離別死別離別のののの悲悲悲悲しみしみしみしみ相談相談相談相談ダイヤルダイヤルダイヤルダイヤル

0120012001200120----556556556556----338338338338

2222 南相馬市南相馬市南相馬市南相馬市 わかちあいのわかちあいのわかちあいのわかちあいの会会会会

毎月第一土曜日毎月第一土曜日毎月第一土曜日毎月第一土曜日ｏｒｏｒｏｒｏｒ日曜日日曜日日曜日日曜日（～Ｈ（～Ｈ（～Ｈ（～Ｈ25.325.325.325.3））））

3333 県北県北県北県北((((福島市福島市福島市福島市)))) 県中県中県中県中((((郡山市郡山市郡山市郡山市))))

会津会津会津会津((((会津若松市会津若松市会津若松市会津若松市)))) 相馬相馬相馬相馬・・・・いわきいわきいわきいわき準備中準備中準備中準備中

津波津波津波津波がががが奪奪奪奪ったものったものったものったもの津波津波津波津波がががが奪奪奪奪ったものったものったものったもの

じいさまじいさまじいさまじいさま・・・・ばあさまばあさまばあさまばあさま、、、、父父父父さんさんさんさん
母母母母さんさんさんさん、、、、伴侶伴侶伴侶伴侶、、、、子子子子どもどもどもども、、、、恋人恋人恋人恋人、、、、
親友親友親友親友、、、、先輩先輩先輩先輩、、、、後輩後輩後輩後輩、、、、ごごごご近所近所近所近所さんさんさんさん

家家家家、、、、車車車車、、、、想想想想いいいい出出出出のののの品物品物品物品物

住住住住みみみみ慣慣慣慣れたれたれたれた街街街街、、、、行行行行きつけのきつけのきつけのきつけの場場場場

所所所所、、、、風景風景風景風景、、、、職場職場職場職場やしごとやしごとやしごとやしごと



− 258 −

平成24年度 人権シンポジウム  福島会場

放射性物質放射性物質放射性物質放射性物質
持持持持ちちちち出出出出せないせないせないせない

原発事故原発事故原発事故原発事故がががが奪奪奪奪ったものったものったものったもの原発事故原発事故原発事故原発事故がががが奪奪奪奪ったものったものったものったもの

捜索捜索捜索捜索するするするする時間時間時間時間

遺体遺体遺体遺体にににに会会会会えないえないえないえない

自責自責自責自責････後悔後悔後悔後悔がががが募募募募るるるる

捜索捜索捜索捜索するするするする時間時間時間時間 遺品遺品遺品遺品

避難途中避難途中避難途中避難途中のののの
死亡死亡死亡死亡

原発原発原発原発さえなければさえなければさえなければさえなければ原発原発原発原発さえなければさえなければさえなければさえなければ……………………

遠遠遠遠いところへのいところへのいところへのいところへの
避難避難避難避難⇒⇒⇒⇒孤立孤立孤立孤立

抱抱抱抱ええええ込込込込んだんだんだんだ
グリーフグリーフグリーフグリーフ
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悲悲悲悲しみがしみがしみがしみが忘忘忘忘れれれれ
去去去去られていくられていくられていくられていく

亡亡亡亡くなったくなったくなったくなった人人人人のののの
話話話話がしにくいがしにくいがしにくいがしにくい

時時時時がたてばたつほどがたてばたつほどがたてばたつほどがたてばたつほど時時時時がたてばたつほどがたてばたつほどがたてばたつほどがたてばたつほど……………………

周周周周りのりのりのりの人人人人とととと時間時間時間時間
のののの進進進進みみみみ方方方方がががが違違違違うううう

グリーフグリーフグリーフグリーフグリーフグリーフグリーフグリーフ((((((((悲嘆悲嘆悲嘆悲嘆悲嘆悲嘆悲嘆悲嘆))))))))感情感情感情感情感情感情感情感情

・・・・人人人人としてとしてとしてとして当当当当たりたりたりたり前前前前のののの感情感情感情感情

・・・・自由自由自由自由にににに表現表現表現表現するするするする権利権利権利権利がありますがありますがありますがあります

・・・・今今今今はははは((((ここではここではここではここでは))))言言言言わないというわないというわないというわないという
選択選択選択選択するするするする権利権利権利権利がありますがありますがありますがあります
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わかちあいのわかちあいのわかちあいのわかちあいの会会会会ははははわかちあいのわかちあいのわかちあいのわかちあいの会会会会はははは
こんなところこんなところこんなところこんなところこんなところこんなところこんなところこんなところ

感情感情感情感情にににに自由自由自由自由になになになにな
れるれるれるれる場所場所場所場所

安心安心安心安心してしてしてして悲悲悲悲しめしめしめしめ
るるるる場所場所場所場所

日常生活日常生活日常生活日常生活にににに
影響影響影響影響しないしないしないしない
非日常非日常非日常非日常のののの場所場所場所場所

同同同同じじじじ体験体験体験体験をををを持持持持つつつつ
人人人人とととと出会出会出会出会うううう場所場所場所場所

共感共感共感共感することのちからすることのちからすることのちからすることのちから共感共感共感共感することのちからすることのちからすることのちからすることのちから

• 人人人人はははは、、、、自分自分自分自分のののの感情感情感情感情をををを共有共有共有共有してもらうとしてもらうとしてもらうとしてもらうと
気持気持気持気持がががが楽楽楽楽になるになるになるになる

• 悲悲悲悲しみやしみやしみやしみや苦苦苦苦しみをしみをしみをしみを体験体験体験体験したしたしたした人同士人同士人同士人同士はははは、、、、
共感共感共感共感しやすいしやすいしやすいしやすい

• 笑笑笑笑いといといといと涙涙涙涙はははは、、、、人間人間人間人間にににに与与与与えられたえられたえられたえられたストレストレストレストレ
スススス解消解消解消解消ののののツールツールツールツール
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わかちあいのわかちあいのわかちあいのわかちあいの灯灯灯灯ををををわかちあいのわかちあいのわかちあいのわかちあいの灯灯灯灯をををを
灯灯灯灯しししし続続続続けるけるけるける灯灯灯灯しししし続続続続けるけるけるけるにはにはにはにはにはにはにはには

みなさんのみなさんのみなさんのみなさんの力力力力がががが必要必要必要必要ですですですです。。。。みなさんのみなさんのみなさんのみなさんの力力力力がががが必要必要必要必要ですですですです。。。。
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児玉　龍彦レジュメ

放射性物質の飛散と人権：行政と科学者の新たな責務
　福島原発事故は、民主主義国家の国民に新たな問題をもたらした。膨大な量の放射性ヨウ素、テルル、

セシウムが森林、田畑、河川、そして居住地にまきちらされたなかでどのように生活再建を果たして

いくかという問題である。 

　この事態に、さまざまな現業分野の専門家は、国民の人権への大きな問題ある対応を示してしまった。

原子力関係者は「絶対安全神話」という失敗をおかした。気象学会は、「単一の情報源以外の発信はす

べきでない」という科学と言論の自由、多元的な情報の重要性への無理解を示し、住民被ばくを増す

結果をもたらした。放射線関係者は、安全基準なる数値論しか考えられず、環境中への拡散問題、ゲ

ノム科学への理解を深めようとしなかった。 

　放射性物質は環境中では、非常に複雑な拡散と濃縮を繰り返し、例えば川魚に濃縮され、これを日

常的に摂取していた住民に高度な内部被ばくを引き起こした。新しい検査器の開発と全品検査により、

多くの子どもの内部被ばくは減少し、農業を守る努力が始まっている。しかし、放射線審議会の専門

家など、解決への努力に消極的な態度に終止した。 

　今日でも６万人が強制避難を余儀なくされているのに、新しい町の建設の検討は遅れる一方である。

これらのことは、20世紀型の専門家と行政の失敗を反省し、21世紀型の、住民の選択の権利を支援す

る当事者主権の新しい科学と行政のあり方が求められていることを示している。 

　これからの福島被災住民の人権を守るには次の８点が大事である。

 

（１）帰還困難自治体には新しい町を建設する必要がある。 

（２）汚染された住宅地、田畑の除染は被災者である住民が計画を選ぶ権利をもち、自治体が主導すべ

　　 きである。処分場、焼却場の建設では、住民のコンセンサスをもとに当該地を主体にすすめる。

（３）汚染自治体内に若い夫婦と子どものための低放射線住環境を作る。 

（４）浜通りの交通機関の復旧を最大限加速化する。 

（５）森林の除染につきバイオマス発電も含めた長期計画を立案する。 

（６）河川、湖沼、海底への汚染を正確に評価し、除染の計画を立案する。 

（７）科学者、専門家のコミュニティーへ被災者の権利擁護を徹底させる。 

（８）以上のことを国費で保障する。
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福島のきれいな水と土を取り戻す

東京大学アイソトープ総合センターセンター長

医学博士 児玉 龍彦

放射線障害の考え方

放射性物質放射性物質

放射線はＤＮＡの切断をひきおこすが、二重螺旋は安定で、分裂期
に一本になっているときれやすく感受性が高い。

妊婦、こども

増殖のさかんな
細胞：髪の毛、白
血球、腸管上皮

アルファ線 プウトニウム
ベータ線 ストロンチウム、ヨウ素、テルル、セシウム
ガンマ線 セシウム
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生物体内での放射性同位元素の効果生物体内での放射性同位元素の効果

飛程 ２．３ミリ 飛程 ０．０４ミリ飛程 ２．３ミリ 飛程 ０．０４ミリ

放射線 １０−３０
年

遺伝子が一つ変異
するだけでは、がん
化しない。最初は増
殖性の変化であり、
それに転移しても死
ななくなる変異がお
こり、がんになる。



 







放射線による
マウス精子の遺伝子
７カ所の変異をみて大
丈夫と判断

図の左下部分の低線量のと
ころでは、の二重鎖切
断に対して、ＤＮＡを修復する
メカニズムがシグナル伝達系
の活性化を介して働く事によ
り問題は少ないのではと期待
されてきた。

ところが、チェルノブイリのゲ
ノム科学と慢性炎症の研究
は、２つの新たな問題を示し
た。一つは、染色体の特異的
部位におけるパリンドローム
増幅による甲状腺がん、もう
一つは、慢性炎症による増殖
性ぼうこう炎と早期ぼうこうが
んの増加である。

低線量の放射線の効果への従来の考え方
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禁止区域周辺には屈
託のない子どもも多
い。甲状腺がん術後
の傷を示す少女

セメントからの放射能漏れの防護
工事。この中に遺体もある。

チェルノブイリで４千人のこどもが
甲状腺がんになった

チェルノブイリで４千人のこどもが
甲状腺がんになった

低線量の放射線は、大きな障害をもたらさないのではという予測はチェルノ
ブイリの子どもの甲状腺がん発見と対応を遅らせた。

甲状腺がん ０−２０歳

甲状腺１．ヨウ素１３１：チェルノブイリで小児の甲状腺がんの
増加を証明するのに２０年かかった （４０００人発症、１５人死亡）

ソ連崩壊後、賠償責任のからむロシアの学者が統計に異議をとなえアメリ
カ、日本の研究者も懐疑的だった。しかし、１９８６年から増加し、２００４年
頃に減少したことにより、チェルノブイリ以外の原因はありえないとされた。

甲状腺１．ヨウ素１３１：チェルノブイリで小児の甲状腺がんの
増加を証明するのに２０年かかった （４０００人発症、１５人死亡）

ソ連崩壊後、賠償責任のからむロシアの学者が統計に異議をとなえアメリ
カ、日本の研究者も懐疑的だった。しかし、１９８６年から増加し、２００４年
頃に減少したことにより、チェルノブイリ以外の原因はありえないとされた。

ＷＨＯ
で承認：
２００５

ＷＨＯ
で承認：
２００５

半減期８日で放
射性ヨウ素はす
ぐ減少した

半減期８日で放
射性ヨウ素はす
ぐ減少した



笹川財団で５万
人調べて疫学上
増えていないと

断定

笹川財団で５万
人調べて疫学上
増えていないと

断定

日米の学者、ベラ
ルーシで増えていな
いとに投稿

日米の学者、ベラ
ルーシで増えていな
いとに投稿
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染色体７番の切断と
７１１コピー数増加

チェルノブイリこども甲状腺がん細胞のゲノム異常（点線）
我々の細胞は遺伝子を父と母からもらい２コピー（緑）が普通。
ところが放射線で染色体の７番の１１領域赤）が３コピーに
増える。アメリカ学士院会報 ２０１１年６月 ほか

パリンドローム増幅

新しいゲノム科学が示す修復エラー

放射線放射線

高線量：細胞死高線量：細胞死 低線量：ＤＮＡ損傷低線量：ＤＮＡ損傷

ＤＮＡ修復ＤＮＡ修復
パリンドローム増幅
→ 甲状腺がん

パリンドローム増幅
→ 甲状腺がん

低線量：シグナル活性化低線量：シグナル活性化

慢性増殖性炎症
→ ぼうこうがん

慢性増殖性炎症
→ ぼうこうがん

細胞増殖細胞増殖

チェルノブイリから
示された新事実

ゲノム
修復エラー

短期効果

エピゲノム
長期効果
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放射性セシウムの拡散

微粒子

エアロゾル

イオン態
 

地下水

地表水

ケイ酸にとむ稲わらケイ酸にとむ稲わら

汚泥汚泥

沸点沸点沸点沸点 ６４６４６４６４
１１１１℃℃℃℃でででで気化気化気化気化

粘土に吸着粘土に吸着

チェルノブイリで
も２０年たっても
土壌表層１０
にとどまる

今回の放射線汚染
地区の７割は山林

今回の放射線汚染
地区の７割は山林

農作物への移行農作物への移行

福島における土壌中のセシウム１３７

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福島県における土壌中のストロンチウム９０ 文部科学省


南相馬市立病院の坪倉先生の報告
内部被ばく通信
南相馬市役所資料


 ）

南相馬でセシウム検出される人の割合が昨年
から今年にかけ、大きく減った。

成人では３−４ヶ月で半減するが、子どもはもっと
早く６歳児で１ヶ月、１歳児ならやく１０日である。

男性より女性がやや速い。

子どもは順調に低下しているが、大人で一部に
低下しにくい人がいる。

減ってきた市民の内部被ばく減ってきた市民の内部被ばく
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一部の大人に低下の速度の遅い人がいる （特定の原因食品が
ありそうである）

一部の大人に低下の速度の遅い人がいる （特定の原因食品が
ありそうである）
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玄米のセシウム汚染にみられたバラツキ
（伊達市、福島市大波地区、渡利地区）




濃度土壌の

濃度玄米の

移行係数 

多くの水田で
以下であるが、を
超える水田がある

農林水産省 中間検討会資料 （年月日）より 

二本松の砂質土水田： 落ち葉起源の腐植が媒介

 

 

 

 

道

 

北

南
湧水

暗渠

を固定した有機物は
落ち葉の分解過程の腐植（黒い微粒子）
代掻きで表面に浮き上がる。

２枚目の田：浸透量が少ない（排水不良）

３方を山に囲まれ
た北斜面の棚田、
地山の花崗岩風
化物を盛り土した
粘土の少ない。
作土約


秋～冬に落ち葉
が入る


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図福島、茨城沿岸のイカナゴ（コウナゴ）およびシラスの放射性セシウム（）濃度
の変化
渡邊朝生・藤本賢：表中層魚類への影響の把握独立行政法人水産総合研究センター：
放射性物質影響解明調査事業報告書（年月）より

海産物への影響海産物への影響

海洋中での放射性物質の動き

放射性降下物

放射性物質
植物プランクトン動物

プランクトン
希釈・拡散

排泄・死骸

海底土

懸濁物へ吸着凝集沈殿

平均水深
深海へ参考文献

・
・
・ 

ベントス

底魚

表層生態系
放射能汚染水

（水産庁森田貴己博士提供）
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図茨城～福島沖のヒラメの放射性セシウム（）濃度の変化
渡邊朝生・藤本賢：底魚類への影響の把握独立行政法人水産総合研究センター：放
射性物質影響解明調査事業報告書（年月）より

厳しくなる食品安全基準
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コメの全袋検査が可能に

 従来の４００倍のスピードのＢＧＯ検査器の開
発に島津製作所が成功し、二本松のＪＡの倉
庫で現地実証に成功した。今月から全袋検
査開始した。５０ベクレル・も測定可能。

検知器は、がんのイメージン
グのＰＥＴで用いられている。現行
のゲルマニウム半導体検知器で
の時間を大幅に短縮できる。

島津製作所で３月の成功をうけ量
産が開始され今年度のコメの３０
袋を全袋の１００ベクレル・以
下であるかの検査が可能になった。

検知器は、がんのイメージン
グのＰＥＴで用いられている。現行
のゲルマニウム半導体検知器で
の時間を大幅に短縮できる。

島津製作所で３月の成功をうけ量
産が開始され今年度のコメの３０
袋を全袋の１００ベクレル・以
下であるかの検査が可能になった。



− 274 −

平成24年度 人権シンポジウム  福島会場

福島の土と水を取り戻す

 除染の原則は、環境中の放射性物質を「隔離」して「減衰」を
まつということである。

 住民とボランティアは測定と計画を行う。
 大規模な建設、土木作業であり、専門家の行うべき危険な
作業である。

環境中
土壌、水、森林

放射性セシウム
環境中

土壌、水、森林
放射性セシウム

隔離

放射性セシウム

隔離放射性セシウム

１００年後、減衰
で十分の一

除
染

除
染

人体被害
食品汚染

人体被害
食品汚染

0.20～
0.42
↓
0.180.180.180.18

0.20～
0.36

↓
0.150.150.150.15

0.24～
0.41

↓
0.150.150.150.15

0.20～
0.36
↓
0.130.130.130.13

0.29～
0.42
↓
0.160.160.160.16

(1cm）
0.66～

0.73
↓

0.090.090.090.09

(50cm）
0.48～

0.68
↓

0.090.090.090.09

雨どい下
2.13～

2.71
↓

0.360.360.360.36

雨とい上
1.13～

4.17
↓
0.400.400.400.40

すべり台下（西側）
2.36～

2.68
↓

0.200.200.200.20

タイヤ
0.46～

0.57
↓

0.130.130.130.13

園庭中央

鹿島幼稚園

遊戯室

職員室

保育室

外廊下

外
廊
下

入
口

保育室

↓

0.150.150.150.15

砂場

桜の木 →0.300.300.300.30

↓
0.200.200.200.20

【備考】

◎ 単位：μ
◎ 記載値は地表㎝の数値
◎ 黒字は除染前、赤字は除染後の数値
◎ は室内、 は屋外

【放射線量測定機器】
除染前
＜メーカー名＞：
＜機種名＞：
＜タイプ＞：個人用放射線測定機
＜探知装置＞方式
＜感知＞：γ線
＜精度＞：± μの範囲内）

除染後
＜メーカー名＞：
＜機種名＞：
＜タイプ＞：シンチレーション

サーベイメータ
＜測定対象の放射線＞：γ線

保育室

文科省が２０ミリ（３３
ミリ）でいいといって
いる間に南相馬市は、
１０億円を市債で集
め、校庭の１ミリ以下
は達成をめざして除
染を進めてきた。
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建物の除染は放射性物質の除去

赤丸が放射性物質

黄色矢印が放射線

除染で大事なのは、放射性
物質を除く事。

屋根に染込んでいるときは
屋根を交換しないとだめ。

土壌の粘土についていると
きは表土はくり。

雨樋を洗っておちない場合
は交換。

屋根やまわりの土壌から放
射線のくるときに、家具をふ
いたりしても無駄。

土壌を剥離

屋根を吹き替え雨樋を
交換

拡散した放射性物質をどう濃縮できるか

コジェネコジェネ

普通の焼却炉
バイオマス発電

セシウムは灰にたま
る。灰の放射線量が
高くなる。

普通の焼却炉
バイオマス発電

セシウムは灰にたま
る。灰の放射線量が
高くなる。

℃でガラス化防止剤
用い完全に気化させる

バグフィルター
で濃縮回収

セシウム回収型焼却炉セシウム回収型焼却炉
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セシウム回収型の汚泥焼却炉（郡山）



汚染土壌 (Bq/kg) 浄化処理品(Bq/kg)

Cs134 Cs137 合計 Cs134 Cs137 合計

実汚染土壌③
27,100 28,900 56,00056,00056,00056,000 ＜26 19 45454545

実汚染土壌④
33,000 34,300 67,30067,30067,30067,300 ＜17 29 46464646

（実汚染土壌＋稲わら） - - - ND ND NDNDNDND

フィールド試験の結果


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森林除染の問題

森林除染は効
果あがりにくい。

放射性物質が
樹木、下草、土
壌と３次元的に
ちっている。

ガンマ線は６０
以上とぶので、
一部の葉をとっ
たり、下草を除
去するだけでは
数％しか低下し
ない。

３０年程度かけて、
森林をバイオマス発
電で伐採していく、
長期的かつ抜本的
な仕組みが必要で
ある。

山林の除染がすす
まないと放射性物質
の放出が続き、河川
や湖沼、海底の汚
染が続く事になる。環境省の専門家委員会は山

林の除染は効果が少ないとし
て行わないとしたが、地元自
治体の反発をうけ撤回。林野
庁は別に除染技術を検討中。

環境省の専門家委員会は山
林の除染は効果が少ないとし
て行わないとしたが、地元自
治体の反発をうけ撤回。林野
庁は別に除染技術を検討中。
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素材生産機械 車両系

フォワーダフォワーダフォワーダフォワーダ 丸太の運搬ハーベスタハーベスタハーベスタハーベスタ 立木の伐倒、造材
プロセッサプロセッサプロセッサプロセッサ 伐倒木の造材

ロングリーチグラップルロングリーチグラップルロングリーチグラップルロングリーチグラップルフェラースキッダフェラースキッダフェラースキッダフェラースキッダ 




【【【【【【【【中間貯蔵施設等中間貯蔵施設等中間貯蔵施設等中間貯蔵施設等中間貯蔵施設等中間貯蔵施設等中間貯蔵施設等中間貯蔵施設等】】】】】】】】

稲稲稲稲稲稲稲稲わらわらわらわらわらわらわらわら

剪定枝葉剪定枝葉剪定枝葉剪定枝葉・・・・バークバークバークバーク等等等等剪定枝葉剪定枝葉剪定枝葉剪定枝葉・・・・バークバークバークバーク等等等等

都市都市都市都市ごみごみごみごみ都市都市都市都市ごみごみごみごみ

下水汚泥下水汚泥下水汚泥下水汚泥下水汚泥下水汚泥下水汚泥下水汚泥

学校学校学校学校学校学校学校学校

農地農地農地農地農地農地農地農地

山林山林山林山林山林山林山林山林

焼却場焼却場焼却場焼却場焼却場焼却場焼却場焼却場 焼却灰焼却灰焼却灰焼却灰焼却灰焼却灰焼却灰焼却灰

剥取作業剥取作業剥取作業剥取作業剥取作業剥取作業剥取作業剥取作業 表土表土表土表土表土表土表土表土

２２２２つのつのつのつの焼却場焼却場焼却場焼却場をををを基礎基礎基礎基礎としたとしたとしたとしたセシウムセシウムセシウムセシウムのののの回収回収回収回収

昇華装置昇華装置昇華装置昇華装置昇華装置昇華装置昇華装置昇華装置

ロータリーキルンロータリーキルンロータリーキルンロータリーキルンロータリーキルンロータリーキルンロータリーキルンロータリーキルン




各種各種各種各種コンクリートコンクリートコンクリートコンクリート製品製品製品製品各種各種各種各種コンクリートコンクリートコンクリートコンクリート製品製品製品製品

盛土盛土盛土盛土・・・・埋戻埋戻埋戻埋戻しししし材材材材盛土盛土盛土盛土・・・・埋戻埋戻埋戻埋戻しししし材材材材

土木土木土木土木・・・・建材用途建材用途建材用途建材用途土木土木土木土木・・・・建材用途建材用途建材用途建材用途

遮蔽容器遮蔽容器遮蔽容器遮蔽容器のののの製造製造製造製造遮蔽容器遮蔽容器遮蔽容器遮蔽容器のののの製造製造製造製造

復興資材復興資材復興資材復興資材へへへへ復興資材復興資材復興資材復興資材へへへへ

無
害
化
処
理
物

無
害
化
処
理
物

無
害
化
処
理
物

無
害
化
処
理
物

無
害
化
処
理
物

無
害
化
処
理
物

無
害
化
処
理
物

無
害
化
処
理
物

濃縮濃縮濃縮濃縮セシウムセシウムセシウムセシウム塩塩塩塩濃縮濃縮濃縮濃縮セシウムセシウムセシウムセシウム塩塩塩塩

ﾊﾊﾊﾊﾞ゙゙゙ｲｵﾏｽｲｵﾏｽｲｵﾏｽｲｵﾏｽ発電所発電所発電所発電所ﾊﾊﾊﾊﾞ゙゙゙ｲｵﾏｽｲｵﾏｽｲｵﾏｽｲｵﾏｽ発電所発電所発電所発電所



１１ ２２
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環境省


きれいな川の水を取り戻すきれいな川の水を取り戻す

環境省

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大柿ダムとその灌漑地区

人工バリア型処分場の模式図人工バリア型処分場の模式図

排水処理へ

地下水

ドレーン配管 非浸透層

バリア層

排水層

保管エリア

進入、風化防止層

排水層

排水層

低浸透性層

低浸透性層

雨等による侵食の防止、
草木の根の侵入防止
γ線の漏洩防止

機能

浸み込んで来た雨水をドレーン配管に
導き、保管エリアへの侵入を低減

土による
埋め戻し

雨水の保管エリアへの侵入防止

地質学的考慮事項：地すべり、山崩れ、地震、洪水等

人的侵入防止：長期間の管理。記録が失われた場合でも開発を防止する措置

保管物はコンクリート固化やコンクリー
ト箱内保管等の適切な処理を施す

漏れてきた放射性物質を吸着する、化
学バリア層

バリア層を透過した放射性物質含有
水、非浸透層を透過してきた地下水を
ドレーン配管に導く

放射線の遮蔽
雨水、地下水の浸入防止
放射性水溶液の漏洩防止

地下水の浸入防止。地下水への放射
性物質含有水の浸出防止
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２１世紀の日本の科学技術経済力の結集を
２０世紀のソ連チェルノブイリの帰結は広大な国土の放棄と住民の離散であった。

２１世紀の日本は科学技術と経済を結集して除染と地域の復興を成し遂げることができる。

 帰還困難自治体には新しい町を建設する必要がある。

 汚染された住宅地、田畑の除染は被災者である住民が計画を選ぶ権利をもち、自治体が主
導すべきである。処分場、焼却場の建設では、住民のコンセンサスをもとに当該地を主体にす
すめる。

 汚染自治体内に若い夫婦とこどものための低放射線住環境を作る。

 浜通の交通機関の復旧を最大限加速化する。

 森林の除染につきバイオマス発電も含めた長期計画を立案する。

 河川、湖沼、海底への汚染を正確に評価し、除染の計画を立案する。

 科学者、専門家のコミュニティーへ被災者の権利擁護を徹底させる。

 以上のことを国費で保証する。

（１） （２） （３）
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筒井　雄二

低線量被ばく下の福島で生活する親と子の心のストレスケア

レジュメ

低線量被ばく下の福島で生活する

親と子の心心心心のストレスストレスストレスストレスとケアケアケアケア

福島大学 子どもの心のストレスアセスメントチーム

筒井雄二（共生システム理工学類）

人権シンポ 福島



発表のポイント
・2011年6月から開始した調査の概要
・福島で暮らす子どもと保護者を対象
・心のストレス

１１１１．．．．なぜなぜなぜなぜ調査調査調査調査がががが必要必要必要必要だったのかだったのかだったのかだったのか？？？？ （（（（調査調査調査調査のののの背景背景背景背景））））

３３３３．．．．どうどうどうどう対処対処対処対処したらよいのかしたらよいのかしたらよいのかしたらよいのか？？？？

２２２２．．．．どんなどんなどんなどんな結果結果結果結果だったのかだったのかだったのかだったのか？？？？

低線量被ばく下の福島で生活する

親と子の心心心心のストレスストレスストレスストレスとケアケアケアケア

福島大学 子どもの心のストレスアセスメントチーム

筒井雄二（共生システム理工学類）

人権シンポ 福島



発表のポイント
・2011年6月から開始した調査の概要
・福島で暮らす子どもと保護者を対象
・心のストレス

１１１１．．．．なぜなぜなぜなぜ調査調査調査調査がががが必要必要必要必要だったのかだったのかだったのかだったのか？？？？ （（（（調査調査調査調査のののの背景背景背景背景））））

３３３３．．．．どうどうどうどう対処対処対処対処したらよいのかしたらよいのかしたらよいのかしたらよいのか？？？？

２２２２．．．．どんなどんなどんなどんな結果結果結果結果だったのかだったのかだったのかだったのか？？？？
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漠然としているはずな
のに，「心のケア」で理
解した気がする

漠然とした表現なので，
「どこ」「どんなふうに」
など，理解するには情
報が必要

調査の背景

「心のケア」という言葉が思考を停止させる

「からだ」のケア

「心」のケア

どこを？

どんなふうに？

カウンセリング
だろ？

生きるか死ぬかの
体験から

生きるか死ぬかの
体験から

調査の背景

自然災害（地震・津波津波津波津波）
強力な力で短時間のうちに
多くの犠牲者

人為災害（原発事故） 長期持続的
恐怖や不安による心理的健康問題

東日本大震災での福島県の状況

の問題

（服部の分類による）

心理的ストレスの問題

対策に偏りすぎた「心のケア」

放置されたストレス対策
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福島の心理的ストレスの実態を

社会に伝える必要

科学的証拠が必要に



調査時期

１回目：平成年月中旬から月下旬
２回目：平成年月

調査対象

福島市と郡山市の小学生（年生から年生）と
幼稚園・保育園児（年少・年中・年長）

および，その保護者

１回目：回収数 （小学生 幼稚園・保育園 
２回目：回収数 （小学生幼稚園 

実施方法

質問紙法（保護者が回答）

保護者保護者保護者保護者の放射線への不安不安不安不安の測定

保護者保護者保護者保護者のストレスストレスストレスストレスの測定

子子子子どもどもどもどものストレスストレスストレスストレスの測定

調査１の方法
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

以前のレ
ベル（推定）


非常に強い
不安 

∗

∗

調査１の結果 保護者の放射線への不安

不安
子どもに外遊びをさせない，

洗濯物を外で干さない，などの行動を評価

外遊び 食品の産地

洗濯物 飲み物

調査１の結果 保護者の放射線への不安
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母親と父親の放射線不安の相違

＊＊

以前のレベル（推定） 

非常に強い不安 

調査１の結果 保護者の放射線への不安



 ストレスを
感じていない

 非常に強い
ストレス

✝
＊＊＊＊

調査１の結果 保護者のストレス

ストレス
眠れない，イライラする，

気分が落ち込む，などを評価
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

母親と父親のストレスの相違

 ストレスを
感じていない

 非常に強い
ストレス

＊＊

調査１の結果 保護者のストレス



＊＊

子どものストレス全体の分析結果

＊＊＊＊

 ストレスを
感じていない

 非常に強い
ストレス

調査１の結果 子どものストレス
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抑うつ

イライラ・

集中困難

恐怖・不安

甘え・退行

食欲ない，興味低下，

無口

急な物音にビックリ，また起
こるのではと怖がる

大人にまとわりつく，

赤ちゃんがえり

怒る，かんしゃく，

勉強・遊びに集中しない

調査１の結果 子どものストレス



年 月７月

 ストレスを
感じていない

 非常に強い
ストレス

調査１の結果 子どものストレス
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子どものストレス
「抑うつ」 と 「ｲﾗｲﾗ・集中困難」

抑うつ

興味低下が

イライラ・集中困難

かんしゃくが

集中困難が災害のことを思い出したとき 頭痛・腹痛・疲れ・吐き気が





 屋外活動の制限解除解除解除解除へ

 時間制限下制限下制限下制限下でででで屋外活動
再開再開再開再開（（（（１１１１日日日日１１１１時間時間時間時間？）？）？）？）

 プールプールプールプール再開へ

小学校の状況
（福島中通り）

幼稚園・保育園の状況
（福島中通り）

時間制限下制限下制限下制限下で屋外活動の
再開再開再開再開へ（（（（１１１１日日日日３０３０３０３０分分分分？）？）？）？）
一部一部一部一部のののの園園園園ではではではでは引引引引きききき続続続続きききき
園庭園庭園庭園庭のののの使用使用使用使用をををを見合見合見合見合わせるわせるわせるわせる

小学校・幼稚園・保
育園の状況（福島県
中通り）
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ストレスの影響は何歳児何歳児何歳児何歳児までまでまでまで及ぶ？

福島県内で地域差地域差地域差地域差はあるのか？



調査２

１．低年齢低年齢低年齢低年齢のののの幼児幼児幼児幼児（１歳６か月児，3歳児, 3773377337733773人人人人）とその保保保保
護者護者護者護者（生後4か月，1歳6か月，3歳の子どもをもつ，4980498049804980人人人人）を

対象とし，ストレス調査を実施。

２．福島県全体福島県全体福島県全体福島県全体をををを調査対象調査対象調査対象調査対象とし，ストレスを地域間で比較，

また放射線量とストレスの高さの関係を分析。



非常に
強い不
安 

以前

のレベル
（推定）


会津 中通り 浜通り

調査の結果
保護者の放射線への不安
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食品の産地

洗濯物

飲み物

外遊び非常に
強い不

安



以
前のレ
ベル
（推定）



 

調査の結果 保護者の放射線への不安

会津 中通り 浜通り

スト
レス
なし


強い
スト
レス




調査の結果
保護者のストレス
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歳か月 歳

３歳児でストレスストレスストレスストレスのののの地域差地域差地域差地域差

 

震災による心理的ストレスの影響が３歳児に
及ぶ可能性

会津 中通り 浜通り 会津 中通り 浜通り

調査の結果
子どものストレス

何が福島の子どもたちのストレスを解消してくれるのか
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ストレス対処の可能性

一般的なストレス対処の方法
 問題焦点型対処

ストレスの原因となっている問題そのものを解決

しようとする対処

 情動焦点型対処

問題そのものの解決よりも，気持ちの整理に重

点をおく

リラクゼーション，趣味・気晴らし，

おしゃべり，運動

福島のケースに当てはめると・・

問題焦点型対処

⇒完全移住：制約条件多し，別のストレスを生む

除染：現実的，親のストレスを低下させるのに効果的

情動焦点型対処

⇒一時避難：別のストレスを生む

気晴らし：ストレス低下に一時的一時的一時的一時的な効果？

ストレス対処の可能性

保養プログラム，運動プログラム，
屋内遊び場の利用

長期ストレスに対処する

ための方法はあるのか？

実証実験
が必要
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ストレスを低減する運動遊運動遊運動遊運動遊びびびびプログラムプログラムプログラムプログラムの開発と

実証実験

自治体のストレス対策：
運動教室，屋内遊び場，保養

自治体のストレス対策：
運動教室，屋内遊び場，保養

効果効果効果効果はははは不明不明不明不明，，，，効果効果効果効果はははは不明不明不明不明，，，，

ストレスストレスストレスストレス低減低減低減低減にににに効果的効果的効果的効果的なななな方法方法方法方法が必要
→ 効果を試す実証実験
発想は除染の実証実験と似ている

ストレスストレスストレスストレス低減低減低減低減にににに効果的効果的効果的効果的なななな方法方法方法方法が必要
→ 効果を試す実証実験
発想は除染の実証実験と似ている

ストレス測定


ストレス測定


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